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佐世保市社会福祉協議会　 （通称：ボラセン）佐世保市ボランティアセンター

昭和51年3月
・社会福祉センター（八幡町）内に佐世保市奉仕活動センター開設
・社会福祉センター別館１階をボランティアグループの活動拠点と
　して提供
・当時は、すでに障がい者支援や福祉施設の補助などで活動してい
　た団体が登録し、活躍を始めていた

昭和53年
・広報紙「ボランティアだより」発行開始

昭和56年
・ボランティア活動保険加入促進開始

昭和59年
・地域で活動するボランティアを呼び掛け、町内会の婦人会を中心
　に食事サービスグループが活動し始めた

平成2年～平成3年
・ボラントピア事業（国庫補助事業）実施
・ポスターや標語を募集しながらの啓発活動
・養成研修（講座）の実施
・登録の斡旋
・グループ組織化の推進
※このころから「奉仕活動センター」の名称は使用されない

平成8年9月
・市民会館前にある旧ＮＨＫ佐世保放送局を、ふれあいセンターと名

付け、ボランティアや障害者支援団体の活動拠点として活用するこ
とになり、センター内に「ボランティアセンター」を開設

・専任のボランティアコーディネーターを配置し、ボラントピア事業
　から始まった業務を担当
・開館時間　月曜日～金曜日10:00～18:45　土曜日10:00～17:00
・休館日　　日曜日、祝日、年末年始

平成17年4月
・市民活動交流プラザ（戸尾町：旧戸尾小学校）に移転
・開館時間　火曜日～土曜日10:00～18:45　日曜日10:00～17:00
・休館日　　月曜日、祝日、年末年始
※ふれあいセンター（花園町）はボランティアグループの活動拠点と
　して継続

平成27年1月
・ふれあいセンター（花園町）の閉館に伴い、ボタンティアセンター
　別館（花園町：旧バリアフリー生活館）を開所し、ボランティアグ
　ループの活動拠点として提供

令和4年8月
・ＬＩＮＥ公式アカウントを取得し、毎週金曜日に情報提供を実施
・11月末までに96名が登録

　「ボランティア活動をはじめたい」、「ボランティアして欲しい」など
ボランティアに関する相談受付のほか、ボランティア活動で困ったこと
へのアドバイスを行っています。

「ボランティア活動に興味はあるけど、ボランティアのことは
よくわからない」という方は少なくありません。ボランティア
センターはボランティア活動をしたい人や来てほしい人の相談
に乗って、身近なさまざまな問題に取り組んでいます。

火曜日～日曜日  ��:�� ～ ��:��（日曜日は��:��まで）

月曜日、祝日（月曜日が 祝日の場合は次の平日）、年末年始

佐世保市戸尾町５番１号  させぼ市民活動交流プラザ１階

ボランティアの相談を受けたり、ボランティア情報を提供します

広報紙やＬＩＮＥでも情報提供しています

広報紙 LINE

　ボランティアをやってみたい人や 活動に不安のある人、ボランティア
についてもっと知りたい人向けの講 座を行っています。

ボランティア講座を開催します

　ボランティアグループの結成や活動に関するアドバイスのほか、情報提供
や研修費の補助（条件あり）を行っています。

ボランティアグループ活動の応援をします

　ボランティアセンターに登録したボランティアをしたい人と、ボランティア
に来てほしい人をつないで、困りごとの解決を行っています。

   【コロナ禍で活動依頼が減っています】
　　ボランティアセンターではボランティア活動や情報を募集しています。

　　「知人が困っている」などでも構いませんのでご連絡ください。

　　例えば、

　　　● お祭りやイベントを手伝ってほしい。

　　　● 町内会行事やサロンを演芸や音楽で盛り上げてほしい。

　　　● 利用者の話し相手やレクリエーションを手伝ってほしい。

　　　● 病院内の案内や長期入院児への読み聞かせをしてほしい。

　　　● 部屋の片づけや配置換えを手伝ってほしい。

　　　● 市役所から来た書類手続きを手伝ってほしい。

　　　● 被災した後の復興を手伝ってほしい。

ボランティア活動希望者と受入れ側をつなぎます

　活動中の事故に備えて、ボランティア活動保険があります。活動保険の
受付や保険請求の手続きを行っています。

ボランティアの皆様が加入している活動保険の期限は毎年３月末です。
４月からの活動に備えて、３月から新年度分の事前加入を受付けて
います。

広報紙くれよんは
偶数月発行
地区コミュニティセ
ン タ ー や エ レ ナ、
イオンなどに設置、
配布しています。

LINEは毎週金曜日
配信、チャット機能で
個別相談も可能です。

ボランティア活動保険の窓口となります

お友達登録　⇩
お願いします。

「こんなこと、ボランティア頼んでもいいの？」の相談もお待ちしております。

※※※ ご注意ください ※※※

◆ 駐車場
　 戸尾町交差点から山祗町方面へ入り、
　 戸尾公園横から入る
　　　　　（目印：松円幼稚園の看板）

◆ 近隣バス停
　 京町3分、戸尾町5分、
　 戸尾中央（戸尾経由山祇行）1分

電話  （0956）23-3905　  FAX （0956）42-0102
e-mail　sasebovc@sasebo-shakyo.or.jp
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　既に多くの皆様が耳したことがある「SDGｓ（持続可能な開発目標）」
は、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共
通の目標です。
　２０１５年の国連サミットで、加盟国の全会一致で採択されており、
２０３０年を達成年限に、社会・経済・環境に関する１７のゴールと
１６９のターゲットから構成されています。
　目標達成のためには、各国政府や自治体による取り組みだけではなく、
企業や市民一人ひとりに至るまで、すべての人に行動が求められている
点が大きな特徴です。
　佐世保市社会福祉協議会が行っている事業は、子どもから高齢者まで
幅広い世代を対象としており、個別支援や地域活動支援に関わる事業、
ふくし教育やボランティア活動の推進、介護サービスの提供等多岐に渡
り、その多くがSDGｓの目標と関連しています。
　それらの事業を通じたSDGｓ目標達成への寄与はもちろんのこと、長
崎県SDGｓ登録制度に申請し、令和５年２月に登録事業者として認めら
れました。今後は、事業を通してのみならず、職員一人ひとりのSDGｓ
に関する意識の高揚を図り、普段の行動につなげて参ります。

　食事の提供を通して子どもたち同士や子どもと大人たちのつながり、地域住民の交流の場として
「子ども食堂」の活動が全国的に拡がりをみせています。
　子ども食堂は市内の各地でも開催されており、運営する団体で「させぼ子ども食堂ネットワーク」
が組織され、貧困問題をはじめとする様々な課題にも創意工夫しながら取り組み、多くの子どもたち
や保護者、地域住民に食と笑顔が届けられています。

　令和５年１月には、株式会社ミラクル乳業様より、総
数４００個を超える乳製品を子ども食堂ネットワークへ
ご提供いただきました。
　いただいた乳製品は、ネットワークを通じて各団体へ
渡され、子ども食堂の開催を楽しみにしている子どもた
ちへ届けられました。

　また、それらの活動を応援する企業もあります。
　協和商工株式会社様は、平成２８年１０月に一般社団
法人「フードバンク協和」を立ち上げ、本業である食品
卸業を通して子どもたちに「健全な成長」「明るい未
来」の支援（Ｒ３.１１月現在　子ども食堂関連２５団体、
施設関連１０団体）を通して地域貢献をされています。

4



　既に多くの皆様が耳したことがある「SDGｓ（持続可能な開発目標）」
は、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共
通の目標です。
　２０１５年の国連サミットで、加盟国の全会一致で採択されており、
２０３０年を達成年限に、社会・経済・環境に関する１７のゴールと
１６９のターゲットから構成されています。
　目標達成のためには、各国政府や自治体による取り組みだけではなく、
企業や市民一人ひとりに至るまで、すべての人に行動が求められている
点が大きな特徴です。
　佐世保市社会福祉協議会が行っている事業は、子どもから高齢者まで
幅広い世代を対象としており、個別支援や地域活動支援に関わる事業、
ふくし教育やボランティア活動の推進、介護サービスの提供等多岐に渡
り、その多くがSDGｓの目標と関連しています。
　それらの事業を通じたSDGｓ目標達成への寄与はもちろんのこと、長
崎県SDGｓ登録制度に申請し、令和５年２月に登録事業者として認めら
れました。今後は、事業を通してのみならず、職員一人ひとりのSDGｓ
に関する意識の高揚を図り、普段の行動につなげて参ります。

　食事の提供を通して子どもたち同士や子どもと大人たちのつながり、地域住民の交流の場として
「子ども食堂」の活動が全国的に拡がりをみせています。
　子ども食堂は市内の各地でも開催されており、運営する団体で「させぼ子ども食堂ネットワーク」
が組織され、貧困問題をはじめとする様々な課題にも創意工夫しながら取り組み、多くの子どもたち
や保護者、地域住民に食と笑顔が届けられています。

　令和５年１月には、株式会社ミラクル乳業様より、総
数４００個を超える乳製品を子ども食堂ネットワークへ
ご提供いただきました。
　いただいた乳製品は、ネットワークを通じて各団体へ
渡され、子ども食堂の開催を楽しみにしている子どもた
ちへ届けられました。

　また、それらの活動を応援する企業もあります。
　協和商工株式会社様は、平成２８年１０月に一般社団
法人「フードバンク協和」を立ち上げ、本業である食品
卸業を通して子どもたちに「健全な成長」「明るい未
来」の支援（Ｒ３.１１月現在　子ども食堂関連２５団体、
施設関連１０団体）を通して地域貢献をされています。

　　地域住民を対象として、 地域における様々な課題について 「他人事」 ではなく 「我が事」 として考え、
お互いに助け合って生きる社会を目指す 「地域共生社会」 に向け、 ごみ屋敷やひきこもり、 防災などを
テーマに地域での課題について一緒に考えていくプログラムなどの出前講座を行っています。

　　佐世保市内にある企業の皆様と一緒に、 安心して暮らせる地域をつくっていくために、 福祉に関する学
びを通して日常の業務に役立てていただくとともに、 地域貢献、 社会貢献へのきっかけにもつながるよう
プログラムを実施しています。

　リーフレット、プログラム集を佐世保市社会福祉協議会
ホームページよりダウンロードすることができます。

地域を基盤としたふくし教育

講座メニュー （例）
プログラム①　孤独を生まない地域づくり

（内容） 講話　 グループワークなど

プログラム②　共に生きる地域づくり
（内容） 講話　 グループワークなど

プログラム③　災害 ・減災について考える
（内容） 講話　 防災ゲーム（クロスロード）など

※プログラムは、 職員による寸劇を取り入れるなど、 気軽に参加していただける内容です。

プログラム （例）
（実際に企業で行ったプログラムです。）
プログラム①　認知症を理解しよう

（内容） 講話　 ・ ふくしとは、認知症について

プログラム②　災害時に備えてできること、災害時に
できることを考えよう

（内容） 講話　 ・ 佐世保の福祉情勢
・ 災害に備えた取り組みについて

プログラム③　介護のコツを身につけよう
（内容） 講話　 ・ 佐世保市社会福祉協議会の

　　取組みについて
・ 介護実践講座

　 ・

ふくし教育を推進しています。

企業におけるふくし教育

「災害・減災について考える」の様子
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講師の方も大歓迎！！

　佐世保福祉人材バンクでは、福祉のお仕事の紹介・資格のご相
談・求人情報の提供など、就職活動のお手伝いをいたします。
　福祉のお仕事に就職を希望する方や関心のある方、また人材を
お探しの福祉施設・事業所の採用担当の方々などお気軽にご相談
ください！　

「スマホ教室」の様子
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　空欄に文字を入れ、①～④の文字を使って単語を
完成させてください。

◎世知原地区福祉推進協議会　会長 小林　博志 様　　◎シルクミュージックジョイントプロダクション 様
◎西海物産協栄会 様　　　　　　　　◎株式会社セブン-イレブン・ジャパン 様　　◎長崎短期大学 様
◎長崎県合唱連盟　佐世保支部 様　　◎宗教法人 真如苑　佐世保支部 様　　　　　 ◎野崎公民館 様　
◎五島ヤクルト販売株式会社 様　　　◎ご飯屋 ぐーぐー 様　　　◎本興寺寒行団 様　　　

社協だより117号（令和4年10月1日発行）掲載のご芳名に一部記載に誤りがありましたので、訂正し
お詫び申し上げます。
　　　　【誤】故・秋山　喜久子様（宇久町平）　　【正】秋山　喜久子様（宇久町平）

＊今回は令和4年9月1日～令和5年1月31日までに頂いた寄付を掲載させていただきました。
　2月1日以降に頂いた寄付のご芳名は、次回119号（令和5年7月発行）に掲載させていただきます。

明石　浩之 様（宇久町平）　　　　　赤木　勝彦 様（小佐々町田原）　　　　　安永　梅徳 様（宇久町平）
坪井　千鶴 様（宇久町平）　　　　　畑山仁太郎 様（宇久町小浜）　　　　　　田渕　　翔 様（宇久町平）
道下トシ子 様（宇久町平）　　　　　橋川　孝二 様（江迎町上川内）　　　　　長谷　亮輔 様（世知原町太田）
故・青木　捷子 様（光町）　　　　　森　衛一郎 様（江迎町長坂）　　　　　　長谷川勝代 様（宇久町野方）
山田　𠮷𠮷久 様（徳島県阿波市阿波町）　中野　平雄 様（宇久町飯良）　　　　　　前川　幸徳 様（小佐々町西川内）
西　　義雄 様（宇久町飯良）　　　　故・富本　實 様（江迎町末橘）　　　　　前川　　巖 様（小佐々町楠泊）　
故・松永　隆二 様（江迎町奥川内）　田渕　正夫 様（宇久町平）　　　　　　　林　　貞義 様（宇久町本飯良）　
中山　　栄 様（宇久町太田江）　　　故・立石ミヤ子 様（世知原町太田）　　　堤田カツノ 様（宇久町平）
大川内勝也 様（吉井町乙石尾）　　　故・松本　正一 様（愛宕町）　　　　　　大森　武雄 様（宇久町飯良）　
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